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(a)全体構造                                   (b)A-A断面 









を評価した。試作した電流センサの概観写真を図 2に示す。PALAP基板 14層の積層構造とし、厚み 0.7mm、ロゴスキーコイル部
のサイズが 10mm×10mmとなっている。検出する電流ラインはφ2.4mmの中心穴に通して、電流センシングする構成となる。図
























































































(Direction of rotation and 20km/h equivalent)
Laminated substrate type 
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図6. タイヤ振動模擬実験での発電デバイス試作品の出力結果 
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